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ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
考
え
る
三
八
の
会
は

な
ん
で
も
懇
談
会

を
開
催
し
ス
マ
ホ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
実
状
や
課
題
を
話
し
合
い
ま
す

９
月
２
９
日(

土)

１
３
時
～
１
６
時

八
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て

事
前
申
込
不
要

県
教
組
三
八
支
部
は
、
今
年
度
も
８
月
１
日
か

ら
１
０
日
に
か
け
て
三
八
管
内
７
市
町
村
教
育
委

員
会
を
訪
問
し
、
懇
談
を
持
ち
ま
し
た
。

①
教
職
員
の
未
配
置

今
年
度
、
県
内
で
も
４
月
の
段
階
で
人
員
配
置

が
決
ま
ら
ず
、
欠
員
の
ま
ま
新
年
度
が
始
ま
っ
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
三
八
管
内
の
市
町

村
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
年
度
途
中
の
休
暇
等
に
た
い
す
る
代

替
職
員
の
配
置
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
初

任
者
研
修
の
非
常
勤
講
師
も
不
足
、
こ
れ
ま
で
配

置
さ
れ
て
い
た
長
期
研
修
の
講
師
は
、
始
め
か
ら

配
置
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、
正

規
で
配
置
す
る
べ
き
人
員
を
講
師
の
任
用
で
埋
め

た
た
め
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
で
お
願
い
で
き
る
方

が
い
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
多
忙
化
解
消
と
教
職
員
の
時
間
管
理

多
忙
化
解
消
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
県

教
委
が
通
知
を
出
し
て
か
ら
２
年
。
国
の
「
働
き

方
改
革
」
の
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
対

策
が
今
ひ
と
つ
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
時
間

管
理
に
つ
い
て
は
教
職
員
が
自
ら
意
識
し
て
取
り

組
め
る
環
境
を
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ

で
の
記
録
（
八
戸
市
）
や
タ
イ
ム
カ
ー
ド(

新
郷
村)

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
特
に
具
体
策
を
と
っ
て
い
な
い
と
述

べ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
要
録

の
電
子
化
は
八
戸
市
・
三
戸
町
で
は
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
町
村
は
ま
だ
検
討
中
、
あ

る
い
は
学
校
に
任
せ
て
い
る
と
い
っ
た
回
答
で
し

た
。夏

季
休
業
中
の
「
学
校
閉
庁
日
」
は
各
市
町
村

と
も
設
定
し
ま
し
た
（
八
戸
市
は

・

日
、
新

。

13

14

、

）

郷
村
は

～

日
と
設
定

他
は

・

・

日

11

15

13

14

15

何
よ
り
も
そ
の
期
間
中
は
日
直
が
あ
た
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
感
謝
。
今
回
は
閉
庁
日
の
決
定
時
期
が

遅
か
っ
た
（
八
戸
市
は
４
月
、
他
は
６
月
）
こ
と

で
の
混
乱
が
学
校
に
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
、
来
年

度
は
日
数
増
（
夏
季
休
暇
は
４
日
間
な
の
で
）
と

早
め
の
通
知
に
つ
い
て
検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。

③
学
校
教
育
へ
の
支
援

各
市
町
村
の
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
ス
ク

」

ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
配
置
数
、
勤
務
時
間
な
ど

が
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
部
町
は
３

名
増
、
階
上
町
は
年
間
１
１
０
０
時
間
に
、
新
郷

村
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
戸

市
は
１
年
任
期
で

名
＋
後
期

名
の

名
採
用

70

11

81

し
、
こ
れ
ま
で
年
間
８
０
０
時
間
を
９
０
０
時
間

に
増
や
し
て
午
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に
看
護
支
援
員
（
医
療

ケ
ア
の
必
要
な
児
童
向
け
）
を
２
校
に
配
置
し
、

こ
れ
ま
で
の
保
護
者
待
機
の
状
態
を
改
善
で
き
た

そ
う
で
す
。

④
こ
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
（保
護
者
負
担
軽
減
）

「

」

就
学
援
助
制
度
の

児
童
生
徒
新
入
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
、
中
学
校
で
は
階
上
町

が
今
年
１
月
、
八
戸
市
は
２
月
に
支
給
、
三
戸
町

は
今
年
度
予
算
化
し
支
給
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

青
森
県
教
職
員
組
合
三
八
支
部

2018.9.21

安
倍
政
権
は
、
辺
野
古
の
新
基
地
、
秋
田
と
山
口
へ
の
「
イ

ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
配
備
に
執
着
。
借
金
つ
け
払
い
で
ト

ラ
ン
プ
に
兵
器
購
入
を
約
束
し
て
、
来
年
度
の
軍
事
費
予
算

は
過
去
最
大
で

兆
円
で
す

「
軍
事
費
を
教
育
と
福
祉
に

。

5.3

ま
わ
せ
！
」
は
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
声
で
す
。

・
TEL

FAX

小
学
校
も
八
戸
市
は
来
年
３
月
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
三
戸
町
で
は
第
３
子
以
降
の
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
祝
金
制
度
（
出
生
～

歳
の
間
に
総
額
２

18

）

。

、

６
７
万
円
支
給

を
新
設
し
ま
し
た

そ
の
ほ
か

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
（
南
部
町
、
給
食
費

）

無
償
化
継
続
（
新
郷
村
・
南
部
町
、
小
５
の
ピ
ロ

）

リ
菌
検
査
（
田
子
町
）
な
ど
、
各
自
治
体
で
支
援

の
施
策
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

、

、

た
だ

子
ど
も
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

現
在
、
新
郷
村
や
階
上
町
で
は
学
校
統
合
の
動
き

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
南
部
町
で
も
検
討
の
段
階
に

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

各
市
町
村
と
も
、
丁
寧
に
応
対
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま
す
。

（申込み順）参加チーム紹介
１ 一中ＪＳ愉快な仲間たち
（一中・中居林小・吹上小・小中野小・青潮小・多賀台小連合）

多賀小・下長小・城北小・２ ＮＡオールスターズ （

高館小・轟木小・湊小・南郷小・大久喜小連合）

（二中・八戸小・城下小連合）３ 三八城連合
（三条小・西園小連合）４ チーム上長

５ 下長市川シャイニングライスフィールズ
（下長中・市川中）

６ 南町シャークス
（白銀南小・白銀南中・町畑小・鮫小・鮫中連合）

（白銀中・白銀小・白鷗小連合）７ 白銀ＪＳ
８ 湊絆シャフトデフロックス(湊中）

予選はすでに終盤。９月２９日か３０日が決勝戦。
ケガだけはしませんように！

の カンパ夏 協力
ありがとうございました。

長者小 鮫 中 上郷小
江陽小 下長中 名川南小
湊 小 是川中 向 小
根岸小 明治中 福地小
明治小 市川中 名川中
豊崎小 東 中 南部中
第一中 中沢中 福地中
第二中 島守中 階上中
第三中 三戸小中 新郷中
江陽中 五戸小
白銀中 切谷内小
白銀南中 川内中

合計 円363,508
（9/3現在）

公務員をめぐる定年延長問題
政府は国家公務員の定年を段階的に2033年度までに65歳にする方針を出した。報

道では法改正を来年の通常国会で行い、2021年度から3年ごとに1歳ずつ延長する方
向だといわれている。地方公務員もこの動きに合わせて引き上げが予想される。
21年度は段階的に引き上げられている年金の報酬比例部分支給が65歳となる最初

の年度にあたる。つまり5年間は無年金となり、生活を支えるためには現在の再任用
制度でつなぐことになるが、希望者が確実に再任用される保障はなく 「雇用と年金、
を確実に接続する」方
法として「定年延長」
がより有効であるとい
える。
人事院は今回の勧告
に併せて65歳定年延長
のために法改正を求め
ている。具体的な時期
などの言及はないが、
「役職定年制 「給与」
水準は60歳前の7割」
「定年前退職者の短時
間勤務制」などを提起
している。
問題は、現在の再任
用者の職務内容がその
ままで給与水準が低く抑えられており、同じ職務内容で60歳以下の正規・定年延長
の60歳超の正規・定年後の再任用者・臨時職員との賃金・労働条件格差がまかり通
ることになる。現役との均等な待遇改善が必要である。
教職員については、現在再任用が定数内での任用となっており、今後定数減で新

規採用との兼ね合いで希望通りとならない可能性が。定年延長と再任用にかかる独
自の定数措置が不可欠である。また、言及はないが退職手当が定年延長後も現行の
支給水準を確保するように求めなければならない。などなど問題は山積している。

☆三八地労連主催秋のレク「10／7ウォークとＢＢＱ：種差を歩こう」10/7(日)8:30鮫駅集合9：00～12:00ウォーク・ＢＢＱ～14:00 申込10/1まで！ ☆「あおもり教育のつどい2018（第68次県教研 」は１１/10(土)～11(日)八戸シーガルビューホテルで開催。詳細は後日。）

書記局不在時の連絡は FAX：(0178)43-7773 MAIL：atu38@hi-net.ne.jp三 八 教 育 新 聞 ２０１８年 9月 21日（金曜日）


